
州
同
家
附
随
一
、
久
々
耐
棋
に
時
間
火
体
制

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
抽
出
す

れ
九
め
に
、
家
族
や
淡
ち
送
一
般
的

人
た
ち
訪
日
ん
な
で
協
力
し
て
総

火
で
き
る
よ
う
な
体
川
刺
殺
掛
燃
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
ω

ア
、
ふ
だ
ん
か
ら
約
火
の
準
依

を

し

て

お

く

。

急

火

災

予

防

巡

問

問

パ

レ

ー

ド

を
時
間
火
的
に
改
葬
し
た
普
選
総
ィ
、
火
災
む
と
き
は
、
み
ん
な
の
議
終

の
た
め
的
か
ん
た
ん
な
都
世
殺
な
に
知
ら
せ
み
ん
な
で
協
カ
し
紛
総
務
閉
山
由
機
械
腕
怖
閥
的
ぷ
検

ど

を

隅

用

意

し

て

お

き

ま

し

ょ

う

あ

う

。

め

納

火

災

申

務

火

災

齢

制

円

子

ァ
、
火
を
使
う
場
鴨
川
は
燃
え
な
ゥ
、
防
災
〔
家
銭
、
総
務
〉
会
の
紳
総
理
立
総

い

よ

う

に

す

る

。

議

会

開

寺

務

し

A
m
W
5
a
@
旅
燃
の
子
持
判
官
就
祭

ィ
、
火
災
を
築
く
み
つ
け
る
器
措
腕
二
関
総
出
W

問
削
る
と
き
、
拘
柱
。
危
険
物
好
銭
媛
、
及
品
世
帯
同

関
内
を
と
ち
つ
け
る
。
る
と
者
火
の
%
を
た
し
か
め
の
子
紛
資
然

ゥ
、
ず
ぐ
慾
げ
ら
れ
る
よ
う
に
ま
し
ょ
う
。
②
島
な
た
は
火
。
幾
幾
馴
訓
練
の
指
導
主
餐
災

か
ん
た
ん
な
遊
撃
の
綴
材
な
事
の
恐
ろ
し
き
安
白
川
ら
な
い
の
数
勤
務
総

闘
用
出
品
し
て
お
く
。
関
迷
僚
出
m
m
w
午
後
十
終
は
納
品
目
治
時
間
波
間
闘
の
出
消
滅

(

-

i

f

i

t

j

i

-

-

我
孫
子
中
連
続
擾
勝
な
る

-

M

W

い

削

除

恥

ム

P
L
・

-

h

p

齢

為

一

除

歩

f

島

-

p

h

‘，
.
B
E
E
F

一

場

i
一
間
称
号
タ
対
少
す
担
遣
制
臨

時
M

一

役

御

舟

2

お

6

-

鈴
ふ
〈
叫
附
加
附
一
能

削
工
紅
側
則
一
肌
十
一
月
二
十
六
日
か
鳴
り
十
二
月

1

山
我
シ
一
一
…

h

一川

ー
…
部
刊
務
問
問
ト
一
…
…
十
…
"
な
一
十
六
日
か
ら
十
一
一
ま
れ
か
、
融
艇
の
号
、
、
防
火
円
安

炉

格

門

山

町

7
お

i

剛
山
川
月
一
…
日
ま
で
、
科
払
季
火
災
予
紡
改
雄
官
ず
る
も
り
、
さ
ら
に
火
災

刊
。
一
語
葛
山
間
一
晃
匁
ア
"

A
崎

一

童

家

と

7
知
略
…
開
制
滋
悶
に
な
h

ツ
ま
す
が
、
こ
れ
か
の
主
き
玄
関
火
体
穏
な
ど
安
輪
島

h

同

一

同

町

川

崎

1

漏
ら
り
火
災
争
発
織
を
消
却
え
る
に
点
と
し
て
、
こ
の
滋
総
会
お
し

朝
一
袋
鮒
制
向
山
一
織
る
た
り
防
関
ひ
と
り
ひ
と
哲
の
す
す
め
ま
す
。

一
千
裕
附
発
…
…
…
殺
火
議
酬
を
出
向
上

2
1又
火

ω
く
ら
し
の
ゅ
の
時
卸
火
間
百
億

一
…
仰
に
料
持
す
る
絞
殺
い
な
一
一
層
大
相
出
む
た
く
し
た
も
り
生
活
で
は

，
lill-if--m
に
し
、
火
災
予
鈎
体
制
を
強
化
火
安
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
お
溺

話

器

昔

話

J
4
t吋
批
判

Mmd託
収
続
制
し
、
家
い
冬
を
回
肢
か
く
漁
ぜ
る
し
て
い
ま
す
が
、
己
的
使
い
官
H

;
i
i
l
-
-
i
 

一…一一

!
1
3
1
t
髭
zirr双
子
…
繍
よ
う
に
心
掛
け
て
下
意
い
。
合
問
あ
や
ま
る
と
、
事
故
や
火
災

一
一
一
一
掴
盟
一
符

1

一J

可
泌
総
U

縦
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
を
お
こ
し
ま
す
。
液
晶
ぬ
な
俊
い

=
=
瞳
闘
い
ね
繍
醐
九
九
判
決
一
時
的
問
媛
一
房
総
目
刊
を
は
じ
め
火
安
使
う
方
は
こ
ど
も
の
う
ち
か
ら
し
つ

一
一
一
一
隙
臨
除
機
溜
明
:
終
日
〈
J

阪
と
之
が
多
く
な
争
、
空
気
も
だ
け
で
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
一
一
一
一
日
刊
誌
mHUFMhuFhuh-
官
臨
ん
だ
ん
乾
燥
し
て
火
災
が
ひ
ん
際
緩
で
す
O

H
炉
、
火
災
を
お
こ

恐
一
一
綴
綴
穏
膨
設
誌
一
r-uprt一
総
ぱ
ん
に
発
ゑ
し
ま
す
。
さ
な
い
化
め
に
、
つ
ぎ
の
よ
う

一
一
盟
国
轟
点
一
一
一
志
筑
糊
お
た
く
し
た
ち
は
、
火
災
で
な
こ
と
念
日
常
の
生
活
校
舎

語

輔

羽

二

議

:

尊

い

生

命

ゃ

‘

大

切

高

言

し

て

喜

づ

け

ま

し

ょ

う

e

三
一
一
輯
瀞
島
都

J
d
h一
奈
川
山
失
な
予
こ
主
の
な
い
よ
う
、
ふ

7
、
家
を
総
る
と
昔
、
綴
る
と

=
一
一
一
冒

m
d人
叫
…
ι

一
一
切
説
明
側
だ
ん
か
ら
火
時
没
後
い
や
、
万
き
火
め
ま
た
し
か
め
る
。

一
一
一
一
一
品
川
計
一
J
U

一一一一
64Rrf評
問
…
火
災
が
お
き
た
主
き
、
少
し
イ
、
た
ば
こ
は
、
災
認
め
あ
る

話

題

匙

J
J
一
語
織
で
も
専
攻
小
き
く
す
る
た
め
と
こ
ろ
で
雪
。

以
一
一
騨
韓
三
-
一
町
議
隣
室
緩
や
対
策
も
講
じ
て
お
く
ゥ
、

3
ぺ

7
i
z
r

弘
一
一
様
臨
癖
誌
書
画

11vEA
総
長
謝
討
が
あ
h

ツ
ま
す
。
の
ま
わ
れ
ソ
は
、
い
つ
も
き
れ

弘
一
一
ー
盟
議
一
…
察
側
こ
の
ぶ
か
ら
、
こ
と
し
の
欽
い
に
か
た
づ
け
て
お
く
。

豆
富
士
工
会
九
品
川
勝
7
2ゑ
酬
の
火
災
子
持
問
調
地
齢
期
で
は
、
わ
た
州
出
家
庭
の
中
の
防
火
山
V

く
ふ

ニ
謂
対
淀
川
ね
な
九
%
廷
判
附
く
し
た
も
の
ゑ
蹴
倒
的
中
で
、
火
う

ム
需
叫
出
掛
…
諮
問
拠
出
品
災
予
防
の
た
め
に
霊
同
づ
け
て
火
災
か
ら
ゑ
命
と
財
産
を
守

叫誠一一

3

・
…
鴨
志
向
一
主
主
一
寸
李
総
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
る
た
め
に
は
、
火
を
使
う
場
一
防

護
義
一
義
設
Z
i
:
!
1
i
i
;
?

一s
i
l
l
J
一
鶴
髄
鰭
時

一

る

一

附

「

栓

界

的

問

鱗

い

交

官

瑚

出

品

余

」

一

め

一

仰

と

い

う

擦

緩

め

よ

う

に

、

ム

マ

や

一

説

汁

羽

目

2
2に
つ
い
て
は
大
き
な

一

ォ

ド

山

総

役

会

問

題

に

な

っ

て

お

れ

ソ

ま

ず

一

当

分

内

よ

問

料

収

話

題

…

際

語

、

当

町

に

お

い

て

も

例

外

で

悶

;

j

!

e

s

一

〉

志

制

湘

…

側

は

あ

9
ま
せ
ん
。

一

《

の

た

す

…

欄

そ

こ

で

十

月

…

お

か

ら

一

一

十

一

税

れ

ま

一

附

畏

ま

で

、

金

制

剛

一

郡

話

一

行

な

お

一

月

総

必

心

一

削

れ

て

主

2要
金

書

一

保

泣

い

一

州

の

一

一

療

と

し

て

、

常

内

の

小

中

一

i

康
ほ
額
一
附
明
子
校
児
室
生
後
か
ら
交
通
資
金

一

1

縫

じ

ま

胤

一

民

金

う

五

に

つ

い

て

2
2震
し

ま

一

箆

税

よ

一

抑

制

し

た

主

こ

ろ

多

数

の

兇

議

然

体

問

一

町

線

さ

ん

か

ら

ゆ

時

喰

ら

れ

ま

し

た

。

↑

崎

部

「

lEli-iiijall-
溺
ハ
小
学
生
一
三
人
、
や
学
生

刑
制側

一
人
〉
ど
の
作
文
も
み
な
立

象 259号

荻
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

こ
の
う
ち
特
に
良
か
っ
た
一

蕊
ぷ
に
つ
い
て
織
次
広
報
に
担
問

縫
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
植
問
裁
関
闘
は
狩
…
小
、

沖
二
小
、
芳
一
一
一
小
、
洋
側
小
、

湾
北
小
、
布
役
小
、
ゆ
部
品
詑
・
中
、

融
関
作
品
中
、
品
叫
係
予
ゅ
の
組
制
序
で

号
令
淵
取
っ
て
階
級
し
ま
す
。

ま
た
、
市
消
樹
脂
さ
れ
た
十
五
名

の
浮
浪
次
め
と
お
り
で
す
。

ゆk
…
小
学
校

一
年
す
ず
き
い
ず

d

み

六
年
大
沢
潔
子

片
ご
小
学
校

…
年
久
保
m
間ぽ静子

時
間
の
録
制
問
で
す
。
お
や
す
み

紛
に
火
mw
乏
を
た
し
か
め
ま

し
ょ
う
。
間
出
火
災
か
ら
命
を

守
ろ
う
。

日

予
効
期
制
問
中
の
釜
山
殺
行
事

通れ
γ

に苛

ν
i
ず
っ
か
録
制
聞
き
れ

た。
漁
村
錦
子
ゅ
は
、
品
取
半
十
措
持
品
品
仏
誌

の
鈴
た
で
ト
ッ
プ
に
山
山
て
や

酷
掛
か
ら
的
制
定
態
勢
と
な
れ
ツ
渡
辺

教
診
に
伴
走
が
受
け
つ
が
れ
斡
品

々
二
年
逮
緩
後
紛
の
然
邸
枯
れ
定
琳
慌

得
し
た
。

湖
北
山
市
は
‘
制
内
務
教
裁
の
伴

窓
の
も
と
に
中
締
結
か
ら
二
位
に

上
り
融
和
制
問
臨
櫛
を
と
げ
ま
し
た
。

古
叩
後
・
中
時
弘
、
品
々
…
阪
で
中
伎

で
あ
っ
た
が
、
h
H
ぽ
り
と
叡
叫
固

な
お
側
押
し
，
中
盤
か
ら
五
位
に

上
り
.
7
Y
カ
!
で
総
中
、
ふ
み

や
を
按
き
一
一
一
位
で
ゴ
l
t
N
4
γ

し
た
。こ

ζ
v
ド
品
特
鈴
子
町
内
の
一
一
一
授

が
一
役
か
ら
ゆ
一
一
位
ま
で
を
独
点

し
、
俊
一
々
の
制
内
務
を
し
関
係
者

名ぞF菜護主z重量安

感

滋

さ

せ

た

。

は

ず

で

す

。

開
閉
会
会
の
成
欄
制
発
緩
め
際
、
選
手
識
は
人
余

次
々
と
稔
村
山
子
附
立
と
い
う
言
の
大
き
な
紳
州
総

務
が
緩
み
上
げ
ら
れ
会
場
母
遂
に
う
も
勝
っ
た

手
や
殺
が
事
脅
か
ら
、
我
孫
子
に
の
で
す
。

や
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
な
問
問
符
今
後
い
か
な
る

が
も
れ
、
設
孫
子
は
す
ば
ら
し
試
綴
に
あ
っ
て

い
と
も
思
わ
れ
る
瞬
間
機
の
努
協
も
、
と
の
緩
然

気
で
一
杯
で
あ
っ
た
。
各
校
が
で
立
派
に
や
ち

こ
わ
栄
縦
な
都
中
に
絞
め
る
に
鋭
い
て
い
〈
鐙

は
文
相
継
に
申
減
税
で
き
な
い
苦
し
静
岡
が
つ
い
た
も

い
湘
問
後
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
の
と
思
い
ま
す

;

;

 

選
挙
人
名
鉱
の
追
麓
登
鎌

立
一
日
現
在
で
仔
悲
惨
つ

苦言葉霊安全作交の習をま変緩

十
二
月
…
日
現
在
で
選
挙
人

名
絞
め
滋
総
資
録
を
行
な
い
ま

す。

ζ

ん
ど
目
立
録
さ
れ
る
万
部

資
務
要
件
は
次
の
k
お
h

ソ
で
す

ム
年
令
繁
符

昭
和
‘
…
十
一
品
部
ザ
十
一
一
月
一
一
日

ま
で
に
中
一
れ
た
方
。

ふ
仲
耽
附
刑
務
一
件

開階級
m
間
十
一
二
年
九
万
一
日
H

附紙

幣
引
続
き
本
町
に
絞
佼
さ
れ

て
い
る
方
。

こ
の
策
絡
制
捜
件
常
時
間
允
す
方

で
、
い
ま
だ
嚇
総
数
人
名
前
間
登
録

の
崩
'
し
山
闘
を
し
て
い
な
い
方
は

卒
め
に
、
役
場
又
は
、
各
支
所

の
蹴
山
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

新
た
に
成
人
に
な
ら
れ
た
ガ

は
絡
に
住
家
し
、
や
し
山
山
・
を
し

て
お
る
か
H

ど
う
か
配
磯
か
め
‘

悶
宜
的
轄
の
や
し
織
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
本
入
又
は
家
族
の
方
が

印
銭
安
ご
持
参
?
コ
え
疑
緑
し

、i
g
J

dah 
，aqae 

駅糊
灘
北
中
警
護
す
布
佐
士
一
一
位

/
l
l
l

、

十
ゴ
月
日
目
前
郎
総
努
命
日
中
学

問
執
伝
大
会
が
行
な
わ
れ
、
品
世
郊

校
一
一
一
十
返
納
棋
が
凱
柏
戸
市
世
間
骨
盤
乎

交
際
的
出
没
午
前
十
時
五
分
一
斉

に
民

F
I
ト。

ヨ
I
A
H柏
、
新
知
…
一
一
叉
同
開
設

滋
9
、
ゴ
ー
ル
一
は
齢
制
蹴
刷
機
役
所

前
で
あ
る
。

レ
l
A
綴
滋
は
、
我
孫
子
中

総
夜
、
流
山
浦
部
中
学
校
が
ト

タ
ヅ
ダ
ル

i
プ
、
万
人
の
矛
怨

'
S
Z
7
a
e
f
a
r
-
A
E
-
-
2
1
4
a
F争

六
年
後
本
年
子

芳
一
二
小
学
校

二
年
か
や
む
ら
か
が
り

六
年
火
仲
介
絞
A
H

品
庁
間
口
小
岬
十
校

刊
誌
和
十
議
油
断
翠
慈
子

液
学
機
山
同
三
千
代

期
開
花
小
学
校

一
二
年
出
伴
単
品
援
し
げ
き

一
年
き
い
と
う
お
昔
ひ
ろ

布
役
小
争
終

一
年
鵡
紙
山
手
掛
料

品
ハ
和
・
斉
官
官
蕊
援

方
佐
中
学
校

一
一
一
年
渡
辺
日
恵
子

湖
北
中
常
設

一
一
一
年
平
協
判
的
磯
子

総
孫
子
・
中
学
校

和
小
官
持
品
村
山
浮
子

て
く
だ
事
い
。

惨
禍
開
も
す
で
に
ど
承
知
的
よ

う
に
、
選
挙
人
名
妓
へ
の
悦
謀
総

出
滋
賀
格
奏
件
も
寝
具
貼
附
す
る
方
が

申
し
出
闘
を
す
る
こ
k
に
よ
っ
て

録
め
て
協
細
胞
附
さ
れ
る
も
の
で
す

選
移
絡
に
品
慌
画
雨
入
場
券
が
属

か
な
い
主
護
っ
て
来
ら
れ
る
方

が
あ
り
ま
す
が
そ
む
多
く
の
ガ

は
申
し
出
を
し
て
あ
争
ま
せ
ん

な
お
、
詳
附
糊
に
つ
い
て
は
滋

添
削
百
蕊
委
員
会
へ
b

抑
制
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
η

知
町
長
関
米
か
ら
綴
間
関

甫
閉
ま
移
仲
間
総
資
聞
の
…
員
と

し
て
九
月
二
十
日
か
ら
十
一

月
以
畏
ま
で
間
関
十
西
日
間
企
隠

滅
品
開
祭
協
官
連
合
会
か
ら
ブ
ラ
ジ

ル
、
パ
ラ
グ
7
d
k

ア
ル
ゼ

γ

チ

γ
を
訪
れ
、
移
設
緩
め
明
間
前
期

、
と
慰
問
を
か
ね
‘
俊
樹
総
潮
純
愛
に

行
っ
て
ま
い
h
v
ま
し
た
が
，
盤
町

議
口
料
品
引
を
然
・
に
し
去
る
二
廷
に

然
附
闘
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
問
時
制
に
お
き
ま
し
で
は

こ
の
努
察
の
体
験
官
生
か
し
喰

町
建
設
の
た
め
余
力
を
側
閉
校
し

た
い
色
添
い
ま
す
。

ニ二若手主主続優勝を遂げ化祭孫子中チ日ム

男 1容。普31人事J克上主将人ま脅

女 路線喜入 グ 91

ま十 38. 279.人 v n9 

i量季語数9.314投手持 。7st控帯数

9月の人口空襲議議

3号 女 費十

E盟主主 41人 33人 71人

転入 151人 145人 302人

死 亡 4人 4人 F人

転 出 96人 83人 17守人

翻盟艶袖盟麺概略韻脚

(43.10.31~建設〉

585 
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昭
和
睦
十

年
よ
り
一
一
五
@
問
%
の
増

昭和42年度決算報告

び議事事費

沖8幾酬附俊一般会?若品〈単位千円〉

決算額 i構成比

軍司'丸山入主主ワ踊1翁L1え私語現
滋 S主織 {単位向〉

..・'"
とこコ耳7掛織

忽~要量昌主主要

.$:.1)，，(:1 

り
多
く
の
察
品
携
を
笑
輸
措
し
た
い

主
総
い
ま
す
。

4
H
特
説
会
計
の

決

算

綴
災
後
綴
郎
防
駒
mw端
機
別
会
計
は

お
入
役
務
軸
紘
一
一
一
、
ム
ハ
間
同
…
役
務

拍
叡
制
見
肱
訳
者
数
一
閥
、
宇
品
九
凶
人

で
勘
橋
市
掛
さ
れ
、

L
U
制
国
給
付
突
出
刷

出
品
米
蛍
療
費
出
和
創
刊
が
激
増
し
ま

し
た
が
、
会
計
の
収
支
状
樹
脂
は

以
支
援
引
出
額
五
、
七
七
六
千
円

と
な
っ
て
お
れ
ツ
ま
す
。

な
れ
持
、
後
保
険
寝
…
人
当
。

然
険
制
棋
余
録
数
件
同
…
、
九
七
一
一
一

関
川
、
縄
判
闘
用
神
仙
、
附
間
九
六
O
門

ι

な
っ
て
お
れ
ツ
ま
ず
。

会
関
腕
総
務
水
滋
w
噺
淡
余
計
は

絞
交
の
状
線
は
よ
く
ふ
・
水
滋
纂

終事会会計のせ災入k支払

側海酬率乏. ~t; 4 7 B g I髭 S 子~ + 
…主主経込1;)2%)

哨響評得票雰

{単』主十事n!rHえ

金殺

680(2:34%) 
(4(l (今.;ゐ〉

13S，363{字ヲ%)

.1・721(45'%、 '38.副主仔ヲ予')

本
的
凶
同

校
抑
的
糊
閥
的

げ
な
却
り
近

知抑抑制中時と

し
て
口
H

婚

に
発
展
し

て
お
り
ま

す
。
こ
れ

に
伴
ラ
寝

袋
時
数
磁

を
は
か
る

渋

た

め

、

各

総

繍

拠

出

り

験

終

一

令

部

制

な

わ

じ

わ

な

け

れ

ば

華

な

り

ま

せ

制

約

悶

ん

。

し

か

会

金

一

;
い
し
、
由
闘
志

叫
肝
機
で
あ
る
附
後
絞
入
に
は
、

開
問
皮
が
あ
れ
ソ
ま
す
の
で
、
低
金

制
特
の
叫
眠
時
的
資
金
な
ど
を
借
り
入

れ
て
事
犠
飛
を
行
な
い
ま
す
。
昭

和
烈
十
一
一
年
度
も
、
し
線
処
理

綴
談
斡
結
措
刑
事
業
俊
八
、

0
0
0

手
間
口
な
ど
…
銭
会
計
で
は
五
五

火、

0
0
0品emn批
捕
り
受
け
ま

し
た
。

。
議
議
586 

円
行
政
相
談
}

毎
月
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す

行
政
務
執
棋
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。

自
昨
時
十
一
月
叫
一
十
八
日
午
前

十
跡
吋
か
ら
午
後
三
時
ま
で

場
所
期
間
ル
品
交
際

な
お
、
制
制
緩
に
は
淡
波
介
談

合
が
府
側
織
の
予
防
此
で
す
。

入
出
張
徴
収
V

十
一
月
の
間
判
明
徴
収
を
次
の

主
お
り
行
な
い
ま
す
の
で
、
ど

制
村
岡
出
く
だ
さ
い
。

た
お
、
時
間
間
は
九
時
.
一
一
O
分

か
ら
四
時
ま
で
で
す
。

八
統
計
功
労
で
受
彩
wv

十
一
月
一
時
子
薬
品
部
に
お
い

て
、
千
薬
師
姑
統
計
大
会
が
間
関
脱
出

さ
れ
ま
し
た
。

と
の
大
会
は
、
毎
年
お
こ
な

わ
れ
る
統
計
潟
査
に
功
後
申
あ

っ
た
譲
受
幽
聞
が
表
制
和
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

路
上
、
本
町
か
ら
幾
祭
綿
純
弘
射

線
市
飲
食
で
あ
る
次
の
ガ
が
炎
彩

容
れ
ま
し
た
。

ム
千
議
終
統
計
協
会
災

飯
飽
食
時
鱗
ハ
ゑ
谷
裕

d

A

品
四
紺
綴
議
会
総
結
財
務
蜘
九
ム
閣
総
拭
掛
A

回
融
瞬
間
税
問
河
内
品
市
議
V

マ
人
事
異
動
ム

林
勇
保
縫
現
時
制
村
A
I
R
椋
主
奈

か
ら
消
防
本
部
出
向
潟
議
時
間
対
持
続
芦

楢
哨
沼
早
曹
関
税
務
弱
体
か
ら
住
民
理
献

に
盟
問
動

十
月
一
同
同
時
聞
に
よ
ち
次
の
一
日

各
け
か
臨
内
紛
さ
れ
ま
し
た
の
で
逃

灼
い
た
し
ま
す
。




